
21
19

዆⨾大島࡛ࣘࣈࡢᗂ⹸ࡢᏘ⠇ᾘ㛗

大ሯ 㟹

Seasonal Occurrence of Larvae of Blackfly in Amami-

Oshima Island

OTSUKA Yasushi

鹿児島大学国際島嶼教育研究センター

International Center for Island Studies, Kagoshima University 

せ᪨

 ዆⨾大島ྡࡢ㡢ᕝ࡛ 2016 年ྛࡢ月ࣘࣈ࡟⤊㱋ᗂ⹸᥇㞟ࢆ行ࠊ࠸スࣘࣈࣛࢲ࣐ࢩ࢔࢟ࢬ
1,107 ಶయࣘࣈࣛࢲ࣐ࢩ࢔ࠊ 129 ಶయࢼ࣡ࢼ࢟࢜ࠊンࣚ࢘ࣘࣈ 3 ಶయࢆ᥇㞟ࠋࡓࡋス࢟ࢬ
ࡣࣘࣈࣛࢲ࣐ࢩ࢔ 2 月ࡣࣘࣈࣛࢲ࣐ࢩ࢔ࠊ࡟ 5 月ࡶ᭱ࢀࡒࢀࡑࠊ࡟ከࡃ᥇㞟ࢩ࢔ࠋࡓࢀࡉ
ࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡜࠸ከࡢ྾⾑⿕ᐖࣘࣈ዆⨾大島࡛ࠊࡣークࣆࡢ⏕㱋ᗂ⹸発⤊ࡢࣘࣈࣛࢲ࣐ 5 月
ࠋࡓ࠸࡚ࡋ⮴一࡜

࡟ࡵࡌࡣ

 ዆⨾大島࡛ࡢࣘࣈࡣ྾⾑⿕ᐖࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡀ஑ᕞࡧࡼ࠾ᮏᕞ࡛ࡣ
࡚ࢀࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡿࡍ፹௓ࢆ⑕࢔ࣜࣛ࢕ே⋇ඹ㏻フࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡍ⾑྾ࡣࣘࣈ
UNI)࠸࡞࠸࡚ࢀࡽ࡭調ࡣᐇែࡢ዆⨾大島࡛ࠊࡀࡿ࠸ et al. 2017)ࠊ࡛ࡇࡑࠋ዆⨾
大島ࣘࣈ࡚࠸࠾࡟成⹸ࢆ᥇㞟ࠊࡋ዆⨾大島ࡢே⋇ඹ㏻フ࢔ࣜࣛ࢕⑕ࢆ調査࡚ࡋ
成⹸ࣘࣈࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍᢕᥱࡾࡼࢆᜥ≧ἣ⏕ࡢࣘࣈࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇ࡜ࡿ࠸
᥇㞟ࢆ行ࡿ࠸࡚ࡗ࿘㎶࡛ࣘࣈᗂ⹸ࡢ᥇㞟ࢆ行࡛ࡢࡓࡗ報告ࠋࡿࡍ

᪉ἲ

 2016 年ࡢ 1ࠥ12 月ࡢ月࡟一ᗘࠊ大࿴ᮧྡࡢ㡢ᕝ（໭⦋ ⤒ᮾࠊ”44 ’28°18
ᶆ㧗ࠊ”55 ’129°19 240mࠊᅗ ⣙ࡢ（1 200m ᥇ࠋࡓࡋ᥇㞟ࢆᗂ⹸ࣘࣈ࡚ࡗࡓࢃ࡟
㞟ࡓࡋᗂ⹸ࡣ 80㸣ࢥࣝ࢔ーࣝ࡟ධࢀ研究ᐊ࡟ᣢࡕᖐࠊࡾ㢧ᚤ㙾ୗ࡛✀ྠࡢᐃࢆ
行ࠊ࠸⤊㱋ᗂ⹸ࡢಶయᩘࢆ調ࠋࡓ࡭

⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

 ᥇㞟ࣘࣈࡓࡋ⤊㱋ᗂ⹸ࠊࡣスࣘࣈࣛࢲ࣐ࢩ࢔࢟ࢬ（Simulium suzukii）1,107 ಶ
యࣘࣈࣛࢲ࣐ࢩ࢔ࠊ（S. japonicum）129 ಶయࢼ࣡ࢼ࢟࢜ࠊンࣚ࢘ࣘࣈ（S.
okinawense）3 ಶయ࡛ࡓࡗ࠶（ᅗ ⾲ࠊ2 ࡣࣘࣈࣛࢲ࣐ࢩ࢔࢟ࢬスࠋ（1 2 月᭱࡟
333）ࢀࡉ᥇㞟ࡃከࡶ ಶయ）ࡣࣘࣈࣛࢲ࣐ࢩ࢔ࠊ 5 月ࡶ᭱࡟ከࡃ᥇㞟ࡓࢀࡉ
（47 ಶయ）ࠋ୧✀ࡶ࡜ 8ࠥ10 月ࠊࡀ࡚ࡅ࠿࡟ಶయᩘࡀᑡ࠸࡞月࡛ࠋࡓࡗ࠶
 ዆⨾大島࡛ேᅓἲࣘࣈࡾࡼ࡟成⹸᥇㞟ࢆ行ࠊ࡜࠺᥇㞟ࡣࡢࡿࢀࡉ୺࣐ࢩ࢔࡟
ࡢࣘࣈࣛࢲ࣐ࢩ࢔ࡶ成⹸᥇㞟ࡢ࡛ࡃ㏆ࡓࡗ行ࢆ௒ᅇᗂ⹸᥇㞟ࠋࡿ࠶࡛ࣘࣈࣛࢲ
᫓（5ࡣ࡛ࡾྲྀࡁ⪺ࡢேࡢᆅ元ࠋ（大ሯ 2016）ࡿ࠸࡚ࢀࡉ᥇㞟ࡀࡳ 月࡟（ࢁࡈ
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ブユによく刺されるということであり、今回のアシマダラブユの終齢幼虫発生
のピークと一致していた。これまでに奄美大島では、この今回採集した 3 種の
他には、ヒロシマツノマユブユ（S. aureohirtum）、ミエツノマユブユ（S. 
mie）、キアシツメトゲブユ（S. bidentatum）が知られている(TAKAOKA and 
TAKAHASI 1977)。キアシツメトゲブユは人吸血性があり、本土で人獣共通感染
症であるイノシシの保有するフィラリアの一種 Onchocerca dewittei japonica を
媒介している(FUKUDA et al. 2010)。奄美大島でブユ吸血被害のある山間部でキ
アシツメトゲブユの成虫が採集されることはなく、今回の調査でも幼虫が採集
されなかった。 
 ブユ対策としては、環境負荷がある薬剤散布は難しいことから、個々人での
対策となる。一般的な対策ではあるが、特に春から夏にかけては、山間部は入
るときは肌の露出を減らし、露出部には忌避剤を使用することが重要となる。
また、今回の調査が示すように、春から夏以外の季節でもアシマダラブユは発
生しているので、これまでブユ刺症で強い腫れを経験している人は、春夏と同
様の対策が望ましい。 

   

 図 1 採集地 図 2 採集されたブユ終齢幼虫 
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